
北海道立総合研究機構

災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画
（第２次）

令和２年度年次報告

研究課題 2課題

HRO_01 北海道内の活火山の地球物理学的・地球化学的モニタリング

HRO_02 津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開



課題番号：HRO_01

北海道内の活火山の地球物理学的・地球化学的モニタリング
北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所

＜令和２年度の成果の概要＞
北海道内の6 火山（雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山、北海道駒ヶ岳）において、地球物理学的・地球化学的モ
ニタリングを継続して行い、火山活動の変化を捉えるためのデータの蓄積を行った。いずれの火山でも火山活動の顕著な活発
化を示すような変化は観測されなかったが、いくつかの火山では温泉・噴気の成分や同位体比に継続的な上昇が観測されてい
る。得られた観測データの情報共有は気象庁や大学と随時行っている。
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＜十勝岳での温泉観測＞ ＜雌阿寒岳での温泉観測＞

雌阿寒岳西麓の温泉水などの成分変化（Cl・SO4濃度）。破線は水蒸気噴火

十勝岳周辺の温泉変化（泉温、 Cl濃度）。破線は噴火

吹上温泉地域

▲：GPS観測点
●：水質観測点
◆：噴気観測点
☆：地温観測点

オンネトーでは水蒸気
噴火の数年前から成分濃
度の上昇が観測されてい
る。近年、各観測点で温
泉水の成分濃度が上昇す
る傾向がある。温泉水の
酸素・水素同位体比には
大きな変化はない。

↓1988-1989年噴火

吹上温泉地域での高
頻度観測の結果。東大
院理との共同観測。破
線は傾斜変動、赤色の
領域は62-2火口で火映
が観測された時期

温泉の成分や温度などに大きな変
化はなかった。ただし、2019年7月
からベンガラ温泉で行っている高頻
度温泉観測では傾斜変動や地震活動、
62-2火口の火映現象などに伴う温泉
成分濃度や泉温の変化が観測されて
いる。



津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開

津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開

課題番号：HRO_02

北海道立総合研究機構

背 景

冬季など悪条件下では避難速度が低下

最短距離を用いた避難距離の算定は、道路網が低密度な北海道では誤差大

社会状況・社会構造の変化など、時間経過とともに被害想定の前提条件が変化

北海道の地域条件を考慮した津波による最大リスクの評価手法、ならびに社会的な経時
変化を考慮した津波防災対策効果の評価手法を開発

具体の市町村で津波避難計画や津波防災地域づくり計画を作成し、実証的に展開

目 的

現在の道における津波被害想定は、国の南海トラフ巨大地震・津波を想定したマクロな
評価手法に準拠

成 果 冬季の避難速度を把握→道の津波避難計画策定指針の改訂

避難困難地区等のリスクを明確化→津波避難計画の具体的な課題を明示

避難後のリスクの所在を明確化

モデル市町村における対策の体系化（手法の確立）



津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開

課題番号：HRO_02

北海道立総合研究機構

 

避難 

開始点 

GPSデータ 
（1秒間隔で
位置を記録） 

避難方向 

避難訓練の概要 
H30.1.17 9:00～主催：神恵内村 

速度(m/s) 人数
平地平均 1.3 58

登坂平均 0.9 42

（上）モデル市町村の全避難路について、発災時における使用可能性を評価した

（右）モデル市町村において
冬季避難訓練を実施し、避
難速度を実測した



津波による最大リスク評価手法の開発と防災対策の実証的展開

課題番号：HRO_02

・千島海溝周辺海溝型地震により大津波が想定されている中学校において、中学生の協力によ
り避難訓練を実施

・GPSによる避難速度の計測（群衆、高齢者装具、車いす、自力避難困難者のリヤカー運搬）

・訓練終了後の自由記述アンケート結果を用いたテキストマイニングにより学習効果を把握

北海道立総合研究機構

今年度の実施項目：多様な津波避難データの取得


